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臨

時

高

議

会

で

法

ま

る

昭
和
門
出
年
第

3
日
間
我
刊
伸
子
市
議
会
際
線
a
A

設

が

4

月
初
日
に
僚
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
臨
時
綴
会
で
は
、
持
刊
日
叩
子
治
判
明
条
か
m
m
w
…

部

を

後

寂

す

る

条

例

抑

制
d

い
止
に
つ
い
て
、
我
相
都
千

中
前
線
中
市
計
酒
税
条
倒
的
約
一
認
を
時
域
政

F
る
条
例
内

側
制
定
に
つ
い
て
、
我
孫
子
市
手
数
料
条
例
、
校
孫

子
中
出
品
質
検
宅
使
用
料
品
収
倒
的
一
部
を
欲
戒
す
る
条

約
な
ど
の
議
後
が
後
出
さ
れ
可
決
さ
れ
ま
し
と
勾

今
日
開
可
決
き
れ
た
緩
後
は
‘
税
畠
胤
司
多
数
制
刊
な

ど
お
邸
内
の
み
な
さ
ん
に
変
接
間
関
係
す
る
も
の
ば
か

り
で
す
。
絞
殺
約
改
正
で
わ
か
ら
な
い
点
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
市
役
一
例
銀
総
裁
に
い
打
開
会
わ
せ
ト
き

樹
入
の
市
民
税

山
山
定
地
口
同
開
る
制
町
長
畑
刊
内
線
料
以
後
霞

山
川
一
般
州
版
織
に
係
る
関
心
碍
炎
滋
M
m
の
諜

令子区

岳〉※魚沼言語霊室忠告の求時方

れ
ら
の
築
地
に
つ
い
て
は
、
今
綴
約
一
紳
↓
絵
農
地
口
問
問
る
都
市
計
百
間
判
明
は
、

事
え
に
よ
り
大
警
雪
印
し
す
ら
縫
協
定
謀
総
と
問
問
機
そ
の
蓄
は
霊

お
す
る
た
め
に
、
誌
と
お
り
昭
号
か
れ
て
い
る
が
‘
童
話
器
込

年
度
内
調
印
蹴
ヂ
必
初
日
芸
品
縫
い
昭
和
軍
章
、
句
昭
和
認
す
で
め

〈
符
約
機
資
b
品
川
な
う
ヰ
と
と
し
た
も
各
年
後
分
に
つ
い
て
は
、
附
制
緩
安
産
税

の

で

す

物

と

間

同

様

に

負

扱

災

被

後

践

を

講

ず

司

令

明

、

と
と
さ
れ
ま
し
た
2

出
叩
叫
ザ
い
い
判
中
市
街
化
区
域
開
刷
機
に
係
る
謀
総

噛
越
正
措
続

時
村
山
山
沼
市
街
化
豆
油
成
に
係
る
線
中
市
計
画

制
怖
に
つ
い
て
も
、
体
系
協
定
資
渓
制
杭
と

岡
山
間
に
絞
絞
め
な
課
税
の
滋
疋
化
機
授

が
ゆ
時
ザ
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
間
同

窓
炎
産
制
刊
に
お
け
る
と
同
操
均
額
授
に

よ
り
、
税
制
制
的
認
定
に
雨
期
い
ら
札
る
咽
制

緩
耶
を
1
年
間
据
絞
く
“
い
と
と
さ
れ
ま

し
た
@

手
数
料
を
改
正

山
宅
地
等
じ
係
る
品
目
回
目
識
経
憾
綴

同
時
刊
添
削
炭
化
反
域
燥
地
へ
A
，
u
D
師
同
様
山
崎
努
に
所
持
る
都
市
計
同
開
制
問
は
、
w
m

仙
台
に
係
る
銀
総
警
ル
ル
室
係
部
年
度
ま
で
然
揃
似
に
基
づ
く
減
税

十
市
町
出
ル
ル
げ
竹
内
問
絞
泌
の

7
九
二
山
裕
治
F
%
が
突
出
端
容
れ
て
さ
ま
し
た
が
、
今
同
制
的

州
出
緩
め
挙
告
心
夜
が
柏
村
に
後
〈
、
か
っ
田
川
淵
川
州
側
凶
作
え
に
伴
、
》
州
出
向
H
M
間
的
散
変
緩
和

山
一
土
地
!
と
の
災
判
的
自
平
均
泌
が
許
し
い
m
w
た
め
限
定
資
総
削
~
と
掛
一
凶
悼
の
ぬ
抑
制
州

A
終
的
改
U
B
幾
泡
に
つ
い
て
は
附
相
経
得
統
が
議
ぜ
ら
れ
る
よ
と
と
や
り
ま

柑
年
皮
か
え
は
魔
的
口
総
悦
滋
亙
化
法
し
た
。

裁
が
議
ぜ
り
れ
て
お
り
ま
し
た
が
.
似
一
h

続
的
脱
出
川
に
係
る
負
担
潟
州
統
脱
出
掛
駄

市
営
性
宅

穣
賠
軒
改
正
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明

率

昭

和

円

引

停

に

お

け

る

土

地

内

線

総

勢

鍛

礎

え

は

伸

い

土

地

に

係

長

官

産

税

淵

附

に

つ

い

て

芦

絞

め

翻

箆

な

い

し

終

的

悦

m

w

g

町
一
議
市
北
ル
山
か
ぬ
る
た
め
に
、
次
め
と
お
絞
め
減
税
化
材
料
貯
湾
市
山
開
花
区
域
農
地
仁
係
る
減
絞

り
新
た
な
負
担
湘
剛
山
獄
後
後
を
議
ず
る
こ
…
総
帥
脱
出
品
に
係
る
糊
刷
出
正
資
産
税
に
つ
検
穀

と
に
な
り
ま
し
た
。
い
て
は
、
線
機
械
鐙
を
潔
止
し
、
総
務
特
定
前
街
化
阪
城
幾
山
地

(
A
務
総
攻
山
ガ
ス
税
的
級
戦
的
引
下
げ

一
凶
事
時
胤
か
e

り
開
削
初
日
出
年
前
胤
ま
で
の
3
年
叫
J

U

M

膝
柏
崎
)
め
都
市
総
統
的
談
山
問
状
況
w
n
ヌ
絞
内
視
市
て
を
総
初
日
制
年
1円
円

1

安
警
に
係
主
翼
産
絞
め
角
川
開
放
総
に
限
り
、
車
線
税
に
よ
る
議
官
雪
、
差
是
正
給
量
的
向
日
士
1
2
r
げ
2
%
に
し
ま

L

べ

内
向
。
年
間
閥
的
一
関
人
市
伐
採
血
引
所
得
劇
的
に
朝
刊
整
い
搭
珊
叫
が
、
次
的
解
山
間
に
ょ
っ
と
求
内
ら
れ
れ
る
議
会
連
耐
用
L
C
市
街
化
区
域
内
に
お
い
て
(
改
正
前
S
W
A
)

省
的
淡
め
よ
h
7
に
、
泌
が
徴
収
す
る

つ
い
て
次
的
州
、
同
史
認
綴
に
な
り
潟
地
勢
に
係
る
図
的
溶
液
線
制
怖
に
つ
い
燦
仙
川
総
務
凶
定
疫
療
制
識
を
越
え
る
場
な
お
務
総
ξ
し
て
岬
開
会
す
る
こ
と
が
綿
糸
悦
許
税
羽
沈
没
好
投
対
没
後
ヨ
け
削
除
ヂ
数
料
が
改
玄
さ
札
ま
し
た
。

ま
し
た
ョ
(
改
正
統
1
0
0
分
訂
以
ィ
て
は
、
沼
山
抑
制
山
部
浅
か
ら
湾
初
日
年
段
会
に
は
、
ニ
内
総
務
総
額
を
も
づ
て
湯
舟
一
ど
認
め
ん
れ
る
幾
織
と
の
閉
め
燃
料
w
j
i
い
こ
の
糸
川
川
は
、
地
方
自
治
法
務
2
2

刊

議

議

後

的

童

話

内

う

ら

2

0

ま

で

言

語

に

守

、

主

的

高

葦

皮

肉

絞

畿

と

す

る

こ

ど

じ

な

り

ま

高

る

た

め

え

に

耕

作

議

長

さ

趨

軽

自

動

車

税

一

7

会

室

に

よ

リ

、

主

主

宰

0
0
一
H
m
門
以
下
町
郎
分
に
つ
い
て
は
、
で
あ
る
議
鏑
領
に
務
フ
く
課
税
(
本
剛
削
し
れ
九
防
れ
裂
か
つ
引
絞
3
年
以
上
問
拠
地
と
し
て
ル
…
(
吋
る
予
数
料
に
隠
し
必
幾
な
事
項
を
ん
絞
め

封

書

謀

総

計

上

け

1

0

0

分

Zに
宮

工

事

霊

)

告

を

に

行

な

う

ニ

と

?

、

燥

地

震

同

議

選

議

札

銀

事

保

全

す

る

こ

と

が

警

と

ま

ら

九

三

皇

国

民

間

盟

関

起

る

ニ

と

を

践

的

と

L
て

い

ま

大

統

季

浴

室

毛

襲

撃

例

(

昭

同
出
入
浴
総
統
的
埼
等
制
に
つ
い
て
は
、
同
持
続
油
開
除
後
品
川
譲
渡
仲
械
の
う
ち
2
0
評
綴
時
甘
え
に
降
、
つ
税
負
符
場
か
品
調
的
措
宇
内
総
絞
貨
建
秘
的
課
税
銀
鱗
州
側
X
負
担
緑
地
に
つ
い
て
は
、
限
初
幻
年
度
か
い
り
山
総
，
M
殺
し
単
税
内
務
準
削
悦
耶
が
お
お
む
な
お
、
こ
の
条
例
は
、
開
閉
如
何
日
年
5
制
刊
問
時
停
条
例
第
四
件
J
V

的
一
線
を
止
め

開
明
利
鵠
年
以
来
川
畑
山
械
か
れ
て
い
ま
し
た
O
O
K
M
m
門
を
超
え
る
線
分
に
つ
い
て
は
、
る
た
め
に
、
本
烈
明
体
制
問
に
よ
る
総
領
が
、
滅
的
監
率
X
脳
内
市
中
間
的
祁
岱
年
度
ま
で
の
凶
定
交
産
税
及
w
v
ね
拍
%
一
4
総
以
上
約
営
業
用
灯
脱
出
M
品
開
パ
1
5
か
い
ワ
ル
糊
料
刊
し
て
い
ま
す
の
で
ど
よ
う
に
改
泌

L
玄
す
。

が
、
物
阪
本
構
内
波
動
な
ど
キ
議
機
、
し
1
0
0
分
的
4
に
判
別
当
す
る
金
総
(
前
年
中
成
分
的
際
市
車
交
産
悦
得
制
悦
縁
談
都
市
計
制
問
川
悦
h

…
凝
り
崎
同
額
州
博
榔
駄
を
誠
一
ず
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に
つ
い
て
H
M
持
%
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引
上
げ
ら
れ
ま
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育
下
お
い
m

な
お
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0
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緩
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、
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。
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る
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0
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を
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仇
で
定
的
る
一
昨
係
当
市
内
川
明

J

的

役

鋭

と

す

る

こ

と

に

令

リ

ま

し

た

。

る

鴻

戒

を

講

じ

た

も

的

で

ナ

a

…
0
円
)
続
出
〈
柑
m
I
機
住
宅
7
0
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獲
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付
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は
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0
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婦
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7
6
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m
u
l
か
h
仰
古
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